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脱炭素社会の実現に向けた取り組みが喫緊の課題となって
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20年以上前から注目されてきたメ
タンハイドレートの開発が、2050年
のカーボンニュートラル実現に向けて
脚光を浴びるようになってきた。火
をつけると燃えることから、「燃える
氷」とも呼ばれている。歴史は意外
に長く1940年代に、西シベリア、ア
ラスカなどのツンドラ地帯、世界各
地の大陸棚深海部などでメタンハイ
ドレートが含まれた地層が発見され
ている。

日本はユーラシア・プレートと太
平洋プレートが潜り込むトラフに位置
し、周辺の海域には世界有数の埋
蔵量があると推定されている。米国
地質調査所の推計によれば、年間
天然ガス消費量の100年分以上に
達する12兆立方メートルのメタンハイ
ドレート資源が存在するとされ、静
岡県沖から和歌山県沖の東部南海
トラフ海域に日本の天然ガス消費量
の10年分以上にあたる埋蔵量があ
ると発表している。エネルギー自給
率が際だって低いわが国にとって、
貴重な国産エネルギーとして大きな
期待を集めている。

これまでの海底調査によって、東
部南海トラフ海域の水深1,000メー
トル以上の海底下数百メートルの砂
質層と、上越沖、能登半島西方沖
などの水深500メートル以上の海底

面に、表層型メタンハイドレートが埋
蔵していることが確認されている。

しかし、開発についてはいくつか
の課題が挙げられる。水深1,000
メートル以上という深海に存在し、
低温・高圧の条件のもと、水分子
とメタン分子がつながった固体とし
て安定状態にあるために、通常の
油田・天然ガス田と異なり井戸を
掘削しパイプを入れても自噴しない。
そのため、温水循環法や減圧法な
どによって、メタンを水分子から切り
離すことが必要となる。温水循環法
は熱水などの大量のエネルギー投
入が必要で、生産コスト、エネルギー
採取効率の点で問題がある。そこ
で、ポンプによって水を汲み上げ圧
力を低下させる減圧法によって、メ
タンの連続生産試験を行っている。
ただ、海底地滑りなどの環境破壊、
砂による井戸の目詰まりが発生する
ために、連続生産が難しいという問
題を抱えている。メタンハイドレート
の分布状況の、詳細な解析も課題
となっている。

商業化については現時点におい
て数々の課題があることは間違いな
いものの、日本はメタンハイドレート
の物質特性、生産挙動に関する世
界最先端の技術とノウハウを持って
いる。今後の技術開発によって生産

の持続性、コスト低減に注力し、生
産コストを百万Btu当り10 ～ 20ド
ル程度に引き下げれば、2030年に
は商業生産が可能となると考えられ
ている。

これまでは、メタンハイドレートの
開発は国産天然ガス生産を主たる
目的に、都市ガス用の原料、発電
用の燃料として構想されていたが
カーボンニュートラル化の推進ととも
に、ブルー水素、ブルー・アンモニ
アの原料として、大きな注目を集め
るようになってきている。特にメタン
ハイドレートは、通常の天然ガスのよ
うにエタンをほとんど含んでおらず、
水素生産に適したメタンだけを多く
含んでいて、不要なエタンの分離、
除去プロセスを最小化できるというメ
リットがある。国土面積が小さいも
のの、日本の排他的経済水域の面
積は世界第6位、排他的経済水域
の体積は世界第4位と、広大なメタ
ンハイドレート採取の可能性を秘め
たフィールドを持っている。貴重な国
産資源といえるメタンハイドレートの
経済的な生産の実用化は、資源エ
ネルギー小国日本のエネルギー自給
率向上、エネルギー安全保障に貢
献するとともに、脱炭素時代の有力
な水素供給源、アンモニア供給源と
して、大きな期待が寄せられている。

エネルギーよもやま話 日本が資源エネルギー大国になる日 
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